
拉致問題人権学習会」拉致問題人権学習会」
県では、広く県民の皆さんに北朝鮮当局による拉致問題について

理解を深めていただくため、学校、地域等で開催される学習会へ講

師を派遣しています。どうぞ、お気軽にお申し込みください。

学習会の内容

県からの概要説明
啓発ビデオの視聴

※上記は一例であり、御希望に応じます。

申込方法

実施団体の名称、代表者氏名、連絡先、
希望日時、場所、参加人数を下記へお知
らせください。

なお、申込みは、郵便、電話、ファク
シミリ、電子メールのいずれでもかまい
ません。

その他

横田めぐみさんの母親・早紀江
さんが想い続けてきたこと、心
の叫びを、これまで蓄積された
映像資料や撮りおろしインタ
ビューで構成する34分のドキュ
メンタリーです。

拉致被害者御家族、
支援者のメッセージ（講演） など

申込みが出来るのは？
参加人数が概ね10人以上の集会で、学校、地域住民、民間

団体などが開催されるものが対象となります。ただし、宗教団
体、政治団体は除きます。

開催時間や会場は？
原則として、申し込まれる団体等のご希望に合わせます。
１回の実施時間は、1時間から1時間30分程度です。なお開催
時間は10時から17時までを原則としています。
また、会場は、お申込み団体等でご準備ください。

料金は？
無料です。ただし、会場費用がかかる場合は、お申込み団体
等でご負担ください。

「拉致 私たちは何故、気づかなかったのか！」のご紹介

家族の絆を大切にしてほしい
～松本孟さん(米子市出身の拉致被害者・松本京子さんの兄)

のメッセージ

妹は、ごく当たり前の生活をしていた平凡な女
性でした。しかし、他の国に非人道的に連れて行
かれ、今日まで消息もわかりません。皆さんの家
族が同じ被害にあった場合のことを想像してみて
ください。43年を超える私たちの苦しみを感じて
いただけるのではないでしょうか。

皆さんには、家族と過ごすことをあたりまえと
思わず大切にしてほしい。家族で一緒に過ごすこ
との幸せを考えてほしい。

そして、皆さんが被害者や残された家族の気持
ちを理解し、拉致問題に関心を持ち続けくださる
ことが、私たちの大きな支えになります。

【申込先】 鳥取県 総務部人権局 人権・同和対策課
所在地：〒680-8570 鳥取市東町1-220
電話：0857-26-7590 ﾌｧｸｼﾐﾘ：0857-26-8138
電子メール：jinken@pref.tottori.lg.jp
HPｱﾄﾞﾚｽ：http://www.pref.tottori.lg.jp/rachi/

拉致問題は国民一人ひとりに関係する人権問題です

※募集ちらしは、上記ホームページからもダウンロードできます。

「

「アニメ「めぐみ」のご紹介

当時中学1年生だった横田めぐ

みさんが、学校からの帰宅途中
に北朝鮮当局に拉致された事
件を題材に、残された家族の苦
悩や懸命な救出活動の模様を
描いた25分間のドキュメンタ
リーアニメです。




